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本
稿
は
、
本
誌
第
四
十
三
号
に
発
表
し
た
「
上
博
楚
簡
『
弟
子

問
』
考
釈
（
上
）
」
の
続
編
で
あ
る
。
考
釈
の
方
針
や
手
順
な
ど
に

つ
い
て
は
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
前
稿
お
よ
び
本
稿
に
お
け

る
竹
簡
の
次
序
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

•
前
稿
（
上
）

（
一
）
簡

2
十
簡

1

（
二
）
簡
17
＋
簡
2
0
|
簡
4

（
三
）
簡

5

（
四
）
簡

6
ー
簡
9

（
五
）
簡

7
十
簡
8

上
博
楚
簡
『
弟
子
問
』
考
釈

ー
失
わ
れ
た
孔
子
言
行
録
ー （下）

『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0
0
 
7
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
五
号
〉
）

•
本
稿
（
下
）

（
六
）
簡
10

（
七
）
附
簡
ー
簡

11
十
簡
24

（
八
）
簡
1
2
十
簡
15

（
九
）
簡
13

(
+
）
節
14

(
+
-
）
簡
16

（
十
二
）
簡
18

（
十
三
）
簡
19

（
十
四
）
簡
21

（
十
五
）
簡
22

（
十
六
）
簡
23

平
成
十
九
年
十
二
月
六
六
ー
八
七
頁

福

田

哲

之
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前
稿
と
同
様
、
は
じ
め
に
管
見
の
及
ん
だ
先
行
研
究
を
列
挙
す

る
。
稿
中
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
研
究
者

の
氏
名
を
掲
げ
た
。

•
張
光
裕
「
釈
文
考
釈
」
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』

所
収
「
弟
子
問
」
二

0
0
五
年
十
二
月
）

・
季
旭
昇
「
上
博
五
儲
議
（
下
）
」
簡
吊
網
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 b
s
m
.
 o
r
g
.
 

e
n
/
)

二
0
0
六
年
二
月
十
八
日

•
蘇
建
洲
「
初
読
《
上
博
五
》
浅
説
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

b
s
m
.
 

o
r
g
.
 e
n
/
)

―
1
0
0
六
年
二
月
十
八
日

•
陳
剣
1
「
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
併
合
与
編
聯
問

題
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
 o
r
g
.
 e
n
/
)

二

0
0
六
年
ニ

月
十
九
日

•
何
有
祖
「
上
博
五
《
弟
子
問
》
試
読
三
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
 e
n
/
)

―
1
0
0
六
年
二
月
二
十
日

•
陳
偉
「
上
博
五
《
弟
子
問
》
零
釈
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

b
s
m
.
 

o
r
g
.
 e
n
/
)

―
1
0
0
六
年
二
月
二
十
一
日

•
陳
剣
2
「
《
上
博
（
五
）
》
零
札
両
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/

/
w
w
w
.
 

b
s
m
.
 o
r
g
.
 e

n
/
)

―
1
0
0
六
年
―
一
月
―
―
十
一
日

•
李
天
虹
「
《
上
博
（
五
）
》
零
識
三
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:

/
/
w
w
w
.
 

b
s
m
.
 o
r
g
.
 e
n
/
)

―
1
0
0
六
年
―
一
月
―
―
十
六
日

•
張
振
謙
「
上
博
（
五
）
札
記
二
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

b
s
m
.
 

o
r
g
.
 e

n
/
)

―
-
0
0
六
年
二
月
二
十
七
日

•
牛
新
房
「
《
弟
子
問
》
札
記
一
則
」
簡
吊
網
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

b
s
m
.
 

o
r
g
.
 e

n
/
)

―
J
O
O六
年
三
月
四
日

•
揚
澤
生
「
《
上
博
五
》
零
釈
十
二
則
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:

/
/
w
w
w
.
 

b
s
m
.
 o
r
g
.
 e

n
/
)

―
J
O
O
六
年
三
月
二
十
日

•
田
焼
「
上
博
五
《
弟
子
問
》
”
登
年
”
小
考
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:

¥
＼
 w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
 e
n
/
)

―
J
O
O
六
年
三
月
二
十
一
日

•
陳
斯
鵬
「
読
《
上
博
竹
書
（
五
）
小
記
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/

/
w
w
w
.
 

b
s
m
.
o
r
g
.
 e
n
/
)

―
1
0
0
六
年
四
月
一
日

•
小
虫
「
説
《
上
博
五
・
弟
子
問
》
”
延
陵
季
子
”
的
”
延
”
字
」

簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
e
n
/
)

二

0
0
六
年
五
月
二

十
日

．
氾
常
喜
1
「
《
上
博
五
・
弟
子
問
》
1
.
2
号
簡
残
字
補
説
」
簡

吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
 
en/)

—JOO~ 

ハ
仁
十
五
月
―
-
+

•
草
野
友
子
「
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
に
つ
い
て
ー

形
制
一
覧
と
所
収
文
献
提
要
ー
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十

号
、
二

0
0
六
年
六
月
一
日
）

•
林
素
清
「
読
上
博
楚
竹
書
（
五
）
札
記
両
則
」
（
『
新
出
楚
簡
国
際

学
術
研
討
会
会
議
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』
武
漢
大
学
、
二

O

0
六
年
六
月
二
十
六

S
二
十
八
日
、
『
楚
地
簡
吊
思
想
研
究
（
三
）
』

湖
北
教
育
出
版
社
、
二

0
0
七
年
再
収
）

日
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0
…
…
汝
知
ら
ざ
ら
ん
か
。
由
よ
。
夫
れ
衆
を
以
て
難
を
犯
し

（
六
）
簡
1
0

□
女
（
汝
）
弗
智
（
知
）
也
虎
（
乎
）
。
陥
（
由
）
。
夫
以
翠
忙
（
犯
）
塑

（
難
）
、
以
新
（
親
）
受
糸
（
緑
）
、
焚
（
勢
）
以
城
（
成
）
事
、
色

以
伯
（
隔
）
士
散
（
治
）
以
力
則
然
一
（
氾
）
、
以

I
承

前

I

．
侯
乃
峰
上
博
（
五
）
幾
個
固
定
詞
語
和
句
式
補
説
」

簡
国
際
学
術
研
討
会
会
謡
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』
武
崩
大
学
、

二
0
0
六
年
六
月
二
十
六
＼
二
十
八
日
、
『
楚
地
簡
吊
思
想
研
究

（
三
）
』
湖
北
教
育
出
版
社
、
二

0
0
七
年
再
収
）

•
曹
建
国
「
上
博
竹
書
《
弟
子
問
》
関
干
子
路
的
幾
条
簡
文
疏
釈
」

（
『
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
会
議
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
』

武
漢
大
学
、
二

0
0
六
年
六
月
二
十
六
＼
二
十
八
日
、
『
楚
地
簡

吊
思
想
研
究
（
三
）
』
湖
北
教
育
出
版
社
、
二

0
0
七
年
再
収
）

•
劉
洪
涛
「
上
博
五
《
弟
子
問
》
小
考
両
則
（
修
訂
稿
）
」
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 b
s
m
.
 o
r
g
.
c
n
/
)

―J
O
O
六
年
七
月
五
日

．
氾
常
喜

2

「
《
弟
子
間
》
《
季
庚
子
間
於
孔
子
》
札
記
三
則
」
簡

吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.

en/)
二
0
0
六
年
七
月
三
十

コ4

i

ー

親
を
以
て
課
を
受
け
、
労
し
て
以
て
事
を
成
し
、
て
以

↓

r
ぶ
4

，
 

て
官
に
屈
く
。
士
の
治
む
る
に
力
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
氾
ま

れ、

．．．．．． 
を
以
て
す
れ
ば
：
・
・
:

0:・・
：
お
ま
え
は
知
ら
な
い
の
か
。
由
よ
。
そ
も
そ
も
多
く
の

人
を
た
の
み
に
し
て
困
難
を
犯
し
、
親
し
い
も
の
を
た
の
み

に
し
て
禄
を
受
け
、
（
他
人
を
）
労
役
し
て
事
を
成
し
と
げ
、

（
自
分
は
）
貪
欲
に
し
て
官
職
に
つ
く
の
だ
。
役
人
が
力
ず

く

で

治

め

れ

ば

れ

、

．．．．．． 
す
れ
ば
…
・
:

〈
考
証
〉

簡
1
0
の
話
者
を
推
定
す
る
上
で
、
冒
頭
部
「
女
弗
智
也
虎
」
に

み
え
る
「
女
」
字
が
注
目
さ
れ
る
。
張
光
裕
氏
は
こ
の
「
女
」
字

を
二
人
称
の
「
女
（
汝
）
」
と
釈
し
て
お
り
、
後
の
文
脈
か
ら
も
妥

当
な
見
解
と
見
な
さ
れ
る
。
『
弟
子
問
』
に
は
以
下
の
ご
と
く
、
簡

1
0
以
外
に
二
人
称
の
「
女
（
汝
）
」
字
と
釈
読
さ
れ
る
例
が
二
例
あ

り
、
い
ず
れ
も
弟
子
に
対
す
る
孔
子
の
発
言
中
に
認
め
ら
れ
る
。

•
子
曰
‘
回
来
、
吾
告
女
。
：
·
·
:
（
節
1
2十
簡
1
5
)

．
宰
我
問
君
子
‘
[
子
]
日
、
予
、
女
能
慎
始
輿
終
：
・
・
:
（
簡
ll)

一
方
、
用
語
や
形
式
の
面
で
『
弟
子
間
』
と
の
間
に
顕
著
な
共

通
性
を
示
す
『
論
語
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
女
（
汝
）
」
の
十
七
の

用
例
す
べ
て
が
、
弟
子
に
対
す
る
孔
子
の
発
言
中
に
認
め
ら
れ
る
。

(68) 



〇
…
：
•
[
先
色
が
い
わ
れ
た

こ
と
ば
上
手
で
愛
想
よ
し
は

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
簡

10
は
孔
子
が
弟
子
に
語
っ
た
言
説
の

一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
何
有
祖
氏
・
陳
偉
氏
・
牛
新
房
氏
・
曹

建
国
氏
の
釈
読
を
参
考
に
し
て
私
見
を
加
え
た
が
、
内
容
の
把
握

が
困
難
で
あ
り
、
諸
家
の
見
解
も
異
な
る
た
め
、
今
後
さ
ら
な
る

検
討
が
必
要
で
あ
る

C

（
七
）
附
簡
ー
簡
11
十
簡
24

171
日
、
考
（
巧
）
言
窮
（
令
？
）
色
、
未
可
胃
（
謂
）
身
↓
（
仁
）
也
。
ロ

者
其
言
容
而
不
可
【
附
簡
】

IZl
口
也
。
此
之
胃
（
謂
）
息
（
仁
）
。
“

刊
（
宰
）
昏
（
問
）
君
子
‘
。
[
子
]
勺
五
日
、
余
（
予
）
、
女
（
汝
）
能
祈
（
慎
）

□
（
始
）
輿
冬
（
終
）
、
斯
善
欽
（
英
）
、
為
君
子
虎
（
乎
）
。
【

11
】

女
（
汝
）
安
（
焉
）
能
也
“
。
【

24
】

0:・・
：
日
く
、
（
？
）
色
は
、
未
だ
仁
と
謂
う
べ
か
ら
ざ

る
な
り
。
口
者
は
其
の
言
容
し
て
：
・
・
・
・
ベ
か
ら
ず
。
：
・
・
：
ロ

な
り

C

此
れ
を
之
れ
仁
と
謂
う
。

〇
宰
我
、
君
子
を
問
う
°
[
子
]
曰
く
、
予
や
、
汝
能
く
始
め

す

f
.
t

と
終
わ
り
と
を
慎
み
て
、
斯
ち
善
な
れ
ば
、
君
子
為
ら
ん
か
。

汝
焉
ん
ぞ
能
く
せ
ん
や
。

仁
と
は
い
え
な
い
。
口
者
の
こ
と
ば
は
雰
で
あ
っ
て
…
…
で

き
な
い
。

．．．．．． 
口
で
あ
る
。
こ
れ
を
仁
と
い
う
の
だ
。
」

〇
宰
我
が
君
子
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
た
°
[
先
生
は
]
い
わ

れ
た
、
「
予
よ
、
お
前
が
も
の
ご
と
の
始
め
と
終
わ
り
と
を
あ

や
ま
ち
の
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
、
こ
れ
が
立
派
に
で
き

れ
ば
、
君
子
だ
ね
。
け
れ
ど
お
前
に
は
無
理
だ
ろ
う
ね
。
」

注①
張
光
裕
氏
は
「
息
」
字
と
す
る
が
、
墨
痕
を
詳
細
に
分
析
す

る
と
下
部
に
「
心
」
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
「
身
」
字
に
隷
定

す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

②
張
光
裕
氏
は
「
君
子
」
の
「
子
」
字
右
下
の
墨
小
点
を
「
日
」

以
下
が
孔
子
の
発
言
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
句
読
符
号
と

見
な
し
「
宰
我
問
君
子
、
曰
」
と
釈
読
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て

李
天
虹
氏
は
、
『
論
語
』
に
見
え
る
「
子
路
問
君
子
、
子
曰
、
脩

己
以
敬
」
（
憲
問
篇
44)
、
「
司
馬
牛
問
君
子
、
子
曰
‘
君
子
不
憂

不
憚
。
曰
、
不
憂
不
憚
、
斯
謂
之
君
子
巳
乎
。
子
日
、
内
省
不

玖
、
夫
何
憂
何
憚
」
（
顔
淵
篇
4
)
、
「
奥
遅
問
知
、
子
日
、
務
民

之
義
‘
敬
鬼
神
而
遠
之
、
可
謂
知
突
。
問
仁
、
日
、
仁
者
先
難

而
御
獲
、
可
謂
仁
突
」
（
薙
也
篇

22)
な
ど
の
例
か
ら
、
こ
の
墨

小
点
は
重
文
符
号
の
機
能
を
も
つ
と
し
、
そ
の
傍
証
と
し
て
、

郭
店
楚
簡
『
老
子
乙
』
に
「
一
」
「
」
の
両
種
の
重
文
符
号
を

(69) 



: : '' : : 
'' 

1
7
.
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用
い
た
例
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
日
」
字
以
下
が

孔
子
の
発
言
で
あ
る
こ
と
は
「
予
、
汝
…
・
:
」
と
の
宰
我
へ
の

呼
び
か
け
か
ら
疑
問
の
余
地
は
な
く
、
『
弟
子
問
』
に
お
け
る
他

の
墨
小
点
が
す
べ
て
句
読
符
号
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
張
氏
の
釈
読
も
一
概
に
は
否
定
し
得
な
い
が
、
こ
こ
で

は
『
論
語
』
と
の
関
連
を
重
視
し
、
季
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て

「
日
」
字
の
前
に
字
を
補
入
し
た
。

〈
復
原
〉

簡
1
1
十
簡

24
の
掛
合
は
陳
剣
氏

1
に
従
い
、
附
簡
ー
簡
1
1
十
簡

24
の
編
聯
は
私
見
に
よ
る
(
[
図
八
]
[
図
九
]
参
照
）
c

ま
ず
、
陳
氏
が
指
摘
す
る
簡
1
1
十
簡
24
の
掛
合
を
取
り
上
げ
る
。

[
図
九
]
簡
1
1
十
簡2
4復
原
図
・
掛
合
簡
長
四
十
五
•
五
セ
ン
チ

簡

11
3
3
 

第
二
契
口

[
図
八
]
附
簡
復
原
図
・
簡
長
二
十
三
セ
ン
チ

1
8
.
 3
 

[
1
|
|
 

2
3
 

9
.
4
 

簡
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2
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第
三
契
口

口

陳
氏
は
、
「
《
論
語
・
公
冶
長
》
”
子
貢
日
、
我
不
欲
人
之
加
諸
我

也
、
吾
亦
欲
無
加
諸
人
。
子
日
、
賜
也
、
非
爾
所
及
也
。
”
文
意
輿

上
引
簡
文
有
近
似
之
慮
」
と
述
べ
、
『
論
語
』
公
冶
長
篇
1
2
に
見
え

る
子
貢
と
孔
子
の
問
答
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
掛
合
の
根
拠
と

し
て
い
る
。
形
制
面
に
つ
い
て
み
る
と
、
簡
1
1
十
簡

24
の
掛
合
に

も
と
づ
く
第
二
契
口
と
第
三
契
口
と
の
距
離
は
、
十
八
・
三
セ
ン

チ
で
他
の
諸
簡
と
合
致
し
、
掛
合
の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

次
に
、
私
見
に
よ
る
附
簡
ー
簡
1
1
十
簡

24
の
編
聯
を
取
り
上
げ

る
。
は
じ
め
に
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
附
簡
と

簡
1
1
十
簡

24
と
の
編
聯
に
つ
い
て
は
、
簡
1
1
の
上
端
部
分
が
餓
失

す
る
た
め
、
そ
の
妥
当
性
を
検
証
し
難
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
語
猿
や
語
句
の
対
応
を
根
拠
と
し
た
編
聯

(70) 



の
可
能
性
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
釈
文
に
示
し
た
ご
と
く
、
簡

11
の
冒

頭
部
「
口
也
。
此
之
胃
（
謂
）
身
（
仁
）
」
の
「
身
（
仁
）
」
字
の
右
下

に
章
符
号
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
後

の
「
宰
我
問
君
子
」
で
は
じ
ま
る
章
の
前
に
「
此
之
謂
仁
」
の
語

句
を
末
尾
と
す
る
仁
に
か
か
わ
る
章
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
残
存
簡
を
対
象
と
す
る
考
察
の
限
界
を
十
分
に
認
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
が
、
『
弟
子
問
』
に
お
い
て
仁
に
関
す
る
言
説
が
認

め
ら
れ
る
の
は
簡

11
と
附
簡
と
の
二
簡
に
限
ら
れ
、
し
か
も
両
者

に
は
「
未
可
謂
仁
也
」
（
附
簡
）
ー
「
此
之
謂
仁
」
（
簡

11)
と
い
う

語
句
の
対
応
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
簡

11
十
簡

2
4
の
前
に
附
簡
が
位
置
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

〈
考
証
〉

分
章
の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
述
し
た
簡

11
の
「
身

（
仁
）
」
字
の
右
下
と
簡
2
4
の
「
也
」
字
の
右
下
と
の
二
箇
所
に
章

符
号
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
章
符
号
に
よ
っ
て
、

仁
に
か
か
わ
る
残
紐
章

(
A
)

と
宰
我
と
孔
子
と
の
問
答
か
ら
な

る
首
尾
完
結
し
た
章

(
B
)
と
の
二
章
に
区
分
さ
れ
る

C

A
は
、
附
簡
の
冒
頭
「
日
」
字
の
前
が
餓
失
し
て
主
語
（
話
者
）

が
知
ら
れ
な
い
が
、
張
光
裕
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
「
曰
」
字
の

後
文
「
口
曰
く
、
巧
言
令
（
？
）
色
、
未
だ
仁
と
謂
う
べ
か
ら
ざ
る

な
り
」
と
『
論
語
』
学
而
篇
3
•

陽
貨
篇
1
7
「
子
曰
く
‘
巧
言
令

色
、
鮮
な
し
仁
」
と
の
間
に
顕
著
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
「
曰
」

の
主
語
が
孔
子
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

B
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
ご
と
く
陳
剣
氏

1
が
『
論
語
』
公
冶

長
篇
1
2
「
子
貢
曰
、
我
不
欲
人
之
加
諸
我
也
、
吾
亦
欲
無
加
諸
人
。

子
日
、
賜
也
、
非
爾
所
及
也
」
と
の
文
意
の
類
似
性
を
指
摘
し
て

い
る
。
こ
れ
は
と
く
に

B
の
末
尾
に
あ
た
る
簡
2
4
「
女
焉
能
也
」

と
公
冶
長
篇
1
2
末
尾
の
「
非
爾
所
及
也
」
と
の
表
現
の
類
似
性
に

注
目
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
孔
子
の
冷
淡
と
も
言
え
る

否
定
的
な
発
言
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
問
答
の
相
手
が
宰
我
で
あ

る
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
宰
我
は
『
論
語
』
に
お
い

て
五
つ
の
章
（
八
侑
篇

21
・
公
冶
長
篇
1
0
．
薙
也
篇
2
6
．
先
進
篇

3
•

陽
貨
篇
2
1
)に
見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
先
進
篇

3

の
い
わ
ゆ

る
孔
門
の
四
科
十
哲
を
記
し
た
章
に
「
言
語
は
宰
我
•
子
貢
」
と

あ
る
以
外
、
す
べ
て
不
肖
の
弟
子
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
本
章

も
そ
れ
ら
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
も
そ
の
大
部
分
が
、
八
伯
篇
・

公
冶
長
篇
・
薙
也
篇
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
上
論
諸
篇
の
な
か
に
見

い
だ
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
宰
我
像
が
比
較
的
早
い
段
階
で

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
以
下
に
そ
の
一
例
と

し
て
八
伯
篇
21
を
引
用
し
て
お
く
。

哀
公
、
社
を
宰
我
に
問
う
。
宰
我
対
え
て
日
く
、
夏
后
氏
は

松
を
以
て
し
、
殷
人
は
柏
を
以
て
し
、
周
人
は
栗
を
以
て
す
。

(71) 



曰
く
、

民
を
し
て
戦
栗
せ
し
む
る
な
り
、
と
。
子
之
を
聞
き

て
曰
く
、
成
事
は
説
か
ず
、
遂
事
は
諌
め
ず
、
既
往
は
咎
め

ず。

な
お
『
論
語
』
に
お
け
る
宰
我
像
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
卓
『
古

代
中
国
思
想
の
研
究
』
第
一
部
・
第
二
編
・
第
三
章
弟
子
の
説
話
、

一
九
七
頁
（
創
文
社
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。

（
八
）
簡
12
十
簡
15

戸
[
有
夫
行
]
也
ヽ
求
為
之
言
ヽ
又
（
有
)
夫
言
也
ヽ
求
為
之
行
ヽ

言
行
相
慇
（
近
）
、
外
（
然
）
句
（
後
）
君
子
饂
。
子
【

12
】
曰
、
罪
（
回
）
、

杢
（
束
）
、
虐
（
吾
）
告
女
（
汝
）
。
其
綬
（
阻
）
帽
（
絶
）
虎
（
乎
）
。
佳
（
雖
）

多
阻
（
聞
）
而
不
各
（
友
）
臥
（
賢
）
、
其
【

15
】

？ご

0:・
…
の
行
い
有
る
]
や
‘
求
め
て
之
の
言
を
為
す
。
夫
の

言
有
る
や
、
求
め
て
之
の
行
い
を
為
す
。
言
行
相
近
く
し
て
、

然
る
後
に
君
子
な
り

C

0

子
曰
く
、
回
よ
来
た
れ
、
吾
汝
に
告
げ
ん
c

其
れ
阻
は
絶

な
ら
ん
か
。
多
聞
と
雖
も
而
し
て
賢
を
友
と
せ
ざ
れ
ば
、
其

〇
…
：
•
[
行
な
っ
た
こ
と
は
]
‘
つ
と
め
て
こ
と
ば
で
表
す
。

と
ば
で
言
っ
た
こ
と
は
、
つ
と
め
て
こ
れ
を
実
行
す
る
。

と
ば
と
行
な
い
と
が
互
い
に
近
づ
い
て
こ
そ
、

子
な
の
だ
。
」

0

先
生
が
い
わ
れ
た
、
「
回
よ
こ
ち
ら
に
来
な
さ
い
、
わ
た
し

は
お
前
に
お
し
え
よ
う
。
阻
と
は
絶
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
。
見
聞
が
広
く
て
も
す
ぐ
れ
た
人
を
友
と
し
な
け
れ
ば
、

は
じ
め
て
君

〈
復
原
〉

簡
12
十
簡

15
の
掛
合
は
、
陳
剣
氏
1
に
従
う
。
陳
剣
氏
は
以
下

の
ご
と
く
、
掛
合
後
の
第
二
契
ロ
・
第
三
契
口
の
位
置
が
他
の
諸

簡
と
合
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
形
制
面
か
ら
そ
の
妥
当
性
を

裏
付
け
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
校
言
を
要
し
な
い
(
[
図
+
]
参
照
）
。

簡
15
簡
尾
完
整
、
上
端
掛
合
上
簡
12
後
、
簡
首
還
歿
去
約

七
八
字
的
位
置
。
小
園
版
将
簡
12
置
於
下
方
。
按
此
簡
上
下

皆
歿
、
判
既
竹
簡
位
置
的
唯
一
根
棚
是
其
契
口
的
位
置
。
契

ロ
在
”
想
”
字
卑
ハ
”
慇
”
字
之
間
、
整
理
者
是
以
之
為
最
下

一
道
契
口
‘
小
圏
版
放
置
時
眼
其
他
簡
的
下
契
口
取
齊
。
試

将
其
移
到
簡

15
上
方
掛
合
後
、
可
以
肢
現
簡
12
的
契
口
位
置

銀
右
方
其
他
簡
的
中
間
一
道
契
口
位
置
也
正
完
全
相
合
。

こ
こ
で
、
簡

12
十
簡
15
の
併
合
と
の
関
連
か
ら
、
簡

13
十
簡
12

の
掛
合
を
指
摘
す
る
陳
偉
氏
の
見
解
を
取
り
上
げ
る
。
簡
13
に
は

「
子
日
、
君
子
亡
所
不
足
、

．．．．．． 
」
で
は
じ
ま
る
章
の
前
段
が
残

(72) 



存
し
、
簡
1
2
に
は
「
…
・
：
言
行
相
近
、
然
後
君
子
」
で
結
ば
れ
る

章
の
後
段
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
陳
偉
氏
の
見
解
は
こ
れ
ら
を
同
一

章
に
お
け
る
一
連
の
君
子
論
と
み
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
理
解
に

お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、
形
制
面
か
ら
以
下
の
ご
と
き
問

題
が
指
摘
さ
れ
る
。

各
簡
の
形
制
は
、
簡

1
3が
上
端
平
斉
•
下
端
残
（
簡
長
二
十
三
・

九
セ
ン
チ
）
、
簡
1
2
が
上
端
残
·
下
端
残
（
簡
長
二
十
五
•
四

セ
ン
チ
）
、
簡
1
5が
上
端
残
•
下
端
平
斉
（
簡
長
二
十
•
五
セ
ン

チ
）
で
あ
り
、
上
述
し
た
簡
1
2
十
簡
15
の
掛
合
を
前
提
と
し
て
陳

偉
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
簡

13
十
簡
1
2
十
簡

15
で
一
本
の
完
簡
が

復
原
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

復
原
さ
れ
た
完
簡
（
簡

13
十
簡
1
2
十
簡

15)

の
簡
長
が
六
十
九
・

八
セ
ン
チ
と
な
る
点
で
あ
る
。
『
弟
子
問
』
に
完
簡
は
残
存
し
な
い

が
、
残
存
簡
や
契
口
間
の
距
離
な
ど
の
分
析
か
ら
、
完
簡
の
簡
長

は
約
五
十
五
セ
ン
チ
と
推
定
さ
れ
（
前
稿
（
上
）
「
一
竹
簡
形
制
」

参
照
）
、
一
定
の
差
異
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
六
十
セ
ン
チ
以
上

'' 
'' 

: : '' 
'' 

: ¥ 

1
8
.
4
 

[
図
+
]
簡
1
2
十
簡
15
復
原
図
・
掛
合
簡
長
四
十
五
・
九
セ
ン
チ

簡

12

2
5
.
 4
 第

二
契
口

の
簡
長
で
あ
っ
た
と
の
想
定
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
簡

1
3
十
簡

12
の
掛
合
案
は
成
立
し
が
た
く
、
簡
1
3
と
簡

12
と
は
章
を

異
に
し
た
君
子
に
か
か
わ
る
別
個
の
言
説
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
。

〈
考
証
〉

分
章
の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
簡
1
2
の
末
部
「
君
子
」
の
後

に
章
符
号
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
下
段
が

残
存
し
「
言
行
相
近
、
然
後
君
子
」
で
結
ば
れ
る
章

(
A
)
と
「
子

曰
、
回
束
」
で
は
じ
ま
る
章

(
B
)
と
の
二
章
に
区
分
さ
れ
る
。

A
は
、
上
段
部
が
紐
失
す
る
た
め
話
者
が
知
ら
れ
な
い
が
、
残

存
部
に
よ
れ
ば
、
君
子
の
言
行
一
致
を
説
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
言
行
一
致
は
、
以
下
の
ご
と
く
、
君
子
に
お
け
る
条
件
の
一

っ
と
し
て
『
論
語
』
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

•
子
貢
君
子
を
問
う
。
子
日
く
、
先
ず
其
の
言
を
行
い
、
而
し

て
後
に
之
に
従
う
。
（
為
政
篇
13)

•
子
日
く
、
古
者
、
之
れ
出
だ
さ
ざ
る
は
、
射
の
逮
ば
ざ

1
8
.
2
 

簡

15

2
0
.
 5
 

第
三
契
口
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る
を
恥
ず
れ
ば
な
り
。
（
里
人
篇
22)

・
子
日
く
、
君
子
は
言
に
訥
に
し
て
、
行
に
敏
な
ら
ん
と
欲
す
。

（
里
人
篇

24)

•
子
曰
く
、
君
子
は
其
の
言
の
其
の
行
に
過
ぐ
る
を
恥
ず
。
（
憲

問
篇
29)

ま
た
『
論
語
』
以
外
の
文
献
で
は
、
以
下
に
引
く
『
礼
記
』
細

衣
篇
が
注
目
さ
れ
る
。

子
日
く
、
言
は
従
い
て
之
を
行
う
と
き
は
、
則
ち
言
は
飾
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
行
い
は
従
い
て
之
を
言
う
と
き
は
、
則

か
え
り

ち
行
い
は
飾
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
君
子
は
言
を
寡
み

て
行
い
、
以
て
其
の
信
を
成
す
と
き
は
、
則
ち
民
は
其
の
美

を
大
に
し
て
、
其
の
悪
を
小
に
す
る
を
得
ず
。

さ
ら
に
、
末
尾
の
「
然
る
後
に
君
子
な
り
」
と
同
じ
表
現
は
、

以
下
の
ご
と
く
碓
也
篇
1
8
に
も
認
め
ら
れ
る
。

•
子
日
、
質
勝
文
則
野
、
文
勝
質
則
史
。
文
質
彬
彬
、
然
後
君

子。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、

A
が
孔
子
の
言
説
で
あ
る
こ
と

は
、
ほ
ぼ
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

B
は
、
「
子
日
く
、
回
よ
来
た
れ
、
吾
汝
に
告
げ
ん
」
と
の
章
冒

頭
の
言
葉
か
ら
、
顔
淵
に
対
す
る
孔
子
の
発
言
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
「
束
、
吾
告
汝
」
と
類
似
し
た
形
式
は
、
陽
貨
篇
8
の
子

路
に
対
す
る
孔
子
の
発
言
中
に
「
居
、
吾
語
女
」
と
あ
り
、
同
じ

〇
…
…
人
と
く
み
し
、

正
し
い
み
ち
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
人
よ

＜
陽
貨
篇

1
の
孔
子
に
対
す
る
陽
貨
の
発
言
中
に
も
「
束
、
予
輿

爾
言
」
と
あ
る
。
ま
た
『
孔
子
家
語
』
に
は
、
以
下
の
ご
と
く
「

O
、

束
、
…
…
」
の
形
式
が
三
例
認
め
ら
れ
る
。

•
…
…
孔
子
日
、
回
、
束
、
汝
羹
獨
無
願
乎
。
（
観
思
篇
）

•
…
…
孔
子
弗
應
、
曲
終
而
曰
、
由
、
来
、
吾
語
汝
。
君
子
好

梨
、
為
無
翡
也
。
小
人
好
梨
、
為
無
価
也
。
：
・
・
:
（
困
誓
篇
）

•
…
…
孔
子
不
封
、
而
私
於
再
有
日
、
求
、
汝
束
、
汝
弗
聞
乎
。

先
王
制
土
、
籍
田
以
力
、
而
底
其
遠
近
。

．．．．．． 

（
正
論
解
篇
）

残
存
部
に
は
、
多
聞
と
と
も
に
賢
人
と
の
交
友
の
大
切
さ
を
説

＜
孔
子
の
言
説
が
認
め
ら
れ
、
知
識
に
偏
重
せ
ず
、
賢
人
と
の
交

友
に
よ
る
多
面
的
な
修
義
の
意
義
を
強
調
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
°

（
九
）
簡
13

逸
（
就
）
人
、
不
曲
方
ば
以
辿
（
去
）
人
璽
。
子
日
、
君
子
亡
所
不
足
、

無
所
又
（
有
）
拿
（
餘
）
。
伽

0
…
…
人
に
就
き
、
方
を
曲
げ
ず
し
て
以
て
人
よ
り
去
る
。

0

子
日
く
、
「
君
子
は
足
ら
ざ
る
所
亡
く
、
余
り
有
る
所
無
し
。

一日：・：・
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り
は
な
れ
る
。

0

先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
君
子
は
足
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
、

余
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
伽
：
・
…
」

注①
張
光
裕
氏
は
「
曲
方
」
に
つ
い
て
、
「
宜
頷
為
「
曲
防
」
。
《
孟

子
・
告
子
下
》
「
五
命
曰
、
無
曲
防
、
無
過
擢
、
無
有
封
而
不
告
」

と
述
べ
、
癸
丘
の
会
に
お
け
る
盟
約
書
の
第
五
条
に
見
え
る
「
曲

防
」
（
堤
防
を
曲
げ
る
意
）
の
意
と
と
る
が
、
残
存
部
に
認
め
ら

れ
る
「
就
人
」
と
「
去
人
」
と
の
対
応
に
よ
れ
ば
、
人
に
対
す

る
去
就
に
つ
い
て
述
べ
た
内
容
と
推
測
さ
れ
、
「
曲
防
」
と
の
積

極
的
な
関
連
を
見
い
だ
し
が
た
い
。
前
段
部
の
餓
失
に
よ
り
文

意
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
案
と
し
て
、
「
方
」

を
「
義
方
」
（
正
し
い
道
）
の
意
と
解
釈
し
た
。

〈
考
証
〉

章
符
号
に
よ
り
、
末
尾
「
遥
（
就
）
人
、

の
八
字
が
残
存
す
る
章

(
A
)

と
、
冒
頭

足
、
無
所
又
（
有
）
拿
（
餘
）
。
別
」
の
十
一

と
の
二
章
に
区
分
さ
れ
る
。

A
は
、
話
者
が
知
ら
れ
ず
、

不
曲
方
以
造
（
去
）
人
」

「
子
日
、
君
子
亡
所
不

残
存
す
る
章

(
B
)

し
か
も
残
存
字
数
の
制
約
か
ら
十

分
な
根
拠
を
得
難
い
が
、
人
に
か
か
わ
る
主
題
は
、
例
え
ば
、

子
日
く
、
中
人
以
上
に
は
、
以
て
上
を
語
る
べ
き
な
り
。
中

人
以
下
に
は
、
以
て
上
を
語
る
べ
か
ら
ず
。
（
薙
也
篇

21)

の
ご
と
く
『
論
語
』
に
散
見
さ
れ
、
お
そ
ら
く
A
も
対
人
関
係
に

お
け
る
去
就
の
肝
要
を
説
い
た
孔
子
の
言
説
の
末
尾
に
あ
た
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

B
は
、
君
子
に
か
か
わ
る
孔
子
の
言
説
で
あ
り
、
過
不
足
の
な

い
君
子
の
あ
り
方
を
説
く
内
容
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
人
格

的
調
和
の
重
視
は
、
例
え
ば
、

子
曰
く
、
質
、
文
に
勝
て
ば
則
ち
野
。
文
、
質
に
勝
て
ば
則

ち
史
。
文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
な
り
。
（
廂
也
篇

8
)
 

ー

と
い
っ
た
『
論
語
』
の
主
張
と
も
軌
を
一
に
す
る
。

(
+
）
簡
14

□
従
虐
（
吾
）

炊
（
然
）
則
夫
一

皆
能
又
（
有
）
叶
（
待
）
虎
（
乎
）
。
君
子
道
朝
⑫
o

晶
（
三
）
子
者

0:・
…
吾
子
に
従
い
、

レのき

道
は
朝
ら
か
な
り
。

皆
能
＜
待
っ
こ
と
有
ら
ん
か
。

然
れ
ば
則
ち
夫
の
二
子
の
者
：
・
：
・

0:・・
：
あ
な
た
に
従
っ
て
、

君
子
の

み
な
待
っ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

(75) 



う
。
君
子
の
道
は
あ
き
ら
か
で
す
。

吾
子
に
非
ざ
れ
ば
、

吾
子
言
え
。

だ
か
ら
あ
の
諸
君
は
：
・

注①
張
光
裕
氏
は
、
「
従
、
（
吾
）
子
皆
能
又
（
有
）
時
（
待
）
（
乎
）

の
ご
と
く
「
従
」
の
後
で
句
読
す
る
が
、
管
見
に
よ
れ
ば
「
吾

子
」
は
特
定
の
個
人
を
指
す
二
人
称
で
あ
り
、
「
吾
子
皆
」
と
い

う
表
現
は
や
や
不
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
残
存
字
数
の
制

約
か
ら
文
意
を
把
握
し
が
た
い
が
、
こ
こ
で
は
一
案
と
し
て
「
吾

の
後
に
句
読
を
移
し
て
釈
読
し
た
。

〈
考
証
〉

先
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
「
吾
子
」
「
夫
二
三
子
」
と
い
っ
た
人

称
代
名
詞
か
ら
、
間
答
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

「
吾
子
」
は
『
論
語
』
先
進
篇

26

（
皇
疏
本
）
に
、

子
に
対
し
て
、

•9 

（
曾
哲
）
曰
く
、
吾
子
何
ぞ
由
を
晒
う
や
。

と
述
べ
た
例
が
見
え
（
他
の
諸
本
は
「
吾
子
」
を

る
）
、
同
様
に
『
孔
子
家
語
』
五
儀
解
篇
に
も
、

に
対
し
て
、

公
曰
く
、

し。

曾
哲
が
孔

謀
人
以
て
其
の
心
を
啓
く
無

と
述
べ
た
例
が
見
え
る
。
方
、
逆
の
例
と
し
て
『
孔

相
魯
篇
に
は
、
孔
子
が
斉
の
大
夫
の
梁
丘
拠
に
対
し
て
、

孔
子
、
梁
丘
拠
に
謂
い
て
日
く
、
斉
魯
の
故
、
吾
子
何
ぞ
聞

か
ざ
ら
ん
。
：
・
・
:

と
述
べ
た
例
が
見
え
る
。

「
二
三
子
」
は
、
以
下
の
ご
と
く
『
論
語
』
に
散
見
さ
れ
、
す

べ
て
孔
門
の
弟
子
た
ち
を
指
し
、

(
1
)
以
外
は
孔
子
の
発
言
中
に

見
え
る
。

(
1
)
儀
封
人
請
見
。
：
・
・
：
出
日
、
二
三
子
何
患
於
喪
乎
、

．．．．．． 

（八

侑
篇

24)

(
2
)
子
曰
‘
二
三
子
以
我
為
隠
乎
。
吾
無
隠
乎
爾
。
吾
無
所
行
而

不
輿
二
三
子
者
。
是
丘
也
。
（
述
而
篇

23)

(
3
)
子
疾
病
‘
:
・
:
・
病
間
日
‘
・
・
・
・
・
・
且
予
典
其
死
於
臣
之
手
也
、

無
寧
死
於
二
三
子
之
手
乎
0

...•.. 

(
子
竿
篇
12)

(
4
)
顔
淵
死
。
門
人
欲
厚
葬
之
。
子
曰
、
不
可
。
門
人
厚
葬
之
。

子
曰
、
同
也
視
予
猶
父
也
。
予
不
得
視
猶
子
也
。
非
我
也
、

夫
二
三
子
也
。
（
先
進
篇

11)

(
5
)
子
之
武
城
、
聞
絃
歌
之
翌
。
：
・
：
・
子
茄
封
曰
、
昔
者
慨
也
、

間
諸
夫
子
、
曰
、

．．．．．． 
子
曰
、
二
三
子
、
慨
之
言
是
也
。
前

言
戯
之
耳
。
（
陽
貨
篇

4
)

た
だ
し
、
簡

14
の
場
合
は
「
夫
二
三
子
」
と
「
夫
」
字
が
冠
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
と
合
致
す
る
の
は
前
掲
の
う
ち

(
4
)
に
限
ら
れ
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(
4
)
以
外
の
「
二
三
子
は
「
諸
君
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
目
前
に
い
る
弟
子
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、

(
4
)
は
孔
子
の
意
思
に
そ
む
き
弟
子
た
ち
が
顔
淵
の
た
め
に
立
派

な
葬
儀
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
「
わ
た
し
で
は
な
い
、
あ

の
門
人
た
ち
な
の
だ
」
と
目
前
に
い
な
い
弟
子
を
さ
し
て
述
べ
た

言
葉
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
簡
14
の
「
夫
二
三
子
」
も

(
4
)
と

同
様
、
直
接
の
間
答
の
相
手
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
分
析
の
結
果
、
「
吾
子
」
に
つ
い
て
は
、
孔
子
と
孔
子
以

外
の
人
物
と
の
両
方
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
の
、
「
二
三
子
」

は
(
l
)
を
除
く
他
の
す
べ
て
が
孔
子
の
発
言
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
君

子
道
朝
」
の
ご
と
き
君
子
に
関
す
る
言
及
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
簡

14
は
孔
子
の
発
言
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
本
章
は
、
孔
子
と
孔
子
に
「
吾
子
」
と
呼
び
か
け
ら

れ
た
弟
子
以
外
の
人
物
と
の
問
答
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
上
述
の
ご
と
く
、
『
弟
子
問
』
に
は
本
簡
の
他
、
簡
且
＋
簡

24
．
簡
1
2
.
簡
13
に
「
君
子
」
の
語
が
見
え
る
が
、
竹
簡
の
形
制

お
よ
び
内
容
•
構
成
の
分
析
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
章
で
あ
る

可
能
性
が
高
く
、
『
弟
子
問
』
中
に
君
子
に
関
す
る
章
が
少
な
か
ら

ず
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
十
一
）
簡

16

171□
安
（
焉
）
冬
（
終
）
。

る。

子
曰
‘
社
（
寡
）
団
（
間
）
則
泊
（
固
）
｛

1
ヽ

0:・
…
焉
ん
ぞ
終
わ
ら
ん
。
子
日
く
、
寡
問
は
則
ち
固
、

は
則
ち
陣
。
多
間
は
則
ち
惑
、
多
見
は
則
ち
：
・
：
・

寡
見

0
:
・
:
・
ど
う
し
て
終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」
先
生
が
言

わ
れ
た
、
「
す
こ
し
し
か
間
か
な
け
れ
ば
頑
固
に
な
り
、
す
こ

し
し
か
見
な
け
れ
ば
勝
手
気
ま
ま
に
な
る
。
た
く
さ
ん
間
け

ば
惑
い
が
生
じ
、
た
く
さ
ん
見
れ
ば
：
．．．． 

注①
張
光
裕
氏
は
、
『
礼
記
』
の
「
獨
學
而
無
友
、
則
孤
陪

而
罪
間
」
を
根
拠
に
「
泊
」
を
「
孤
」
の
意
と
す
る
が
、
こ
こ

で
は
陳
偉
氏
に
従
い
「
固
」
の
意
と
解
し
た
。
『
論
語
』
の
用
例

に
つ
い
て
み
る
と
、
「
泊
」
と
と
も
に
列
挙
さ
れ
た
「
律
」
「
惑
」

の
う
ち
「
陣
」
は
、
陽
貨
篇

16
に
「
子
曰
く
、
古
者
、
民
に
三

疾
有
り
。
：
・
・
：
古
え
の
狂
や
騨
、

．．．．．． 
」
と
あ
り
、
「
惑
」
は
例

え
ば
子
竿
篇

30
に
「
子
曰
く
、
知
者
は
惑
わ
ず
、

．．．．．． 
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
孤
」
は
、
「
子
曰
く
、
徳
は
孤
な
ら
ず
、

必
ず
邸
有
り
」
（
里
仁
篇
25)

の
ご
と
く
、
孤
立
の
意
で
用
い
ら

れ
る
が
、
「
罪
」
や
「
惑
」
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
プ
な
精
神
性
と

し
て
述
べ
た
例
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
一
方
「
固
」
は
、
以
下

易
（
寡
）
見
則
蒻
（
陣
）
。
多
阻
（
聞
）
則
観
（
惑
）
、
多
見
則

171
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の
ご
と
く
頑
固
•
か
た
く
な
の
意
で
あ
り
、
『
論
語
』
に
お
い
て

し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。

•
子
日
く
‘
君
子
重
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
威
あ
ら
ず
。
学
べ
ば
則

ち
固
な
ら
ず
。

．．．．．． 

（
学
而
篇
8
)

•
子
日
く
、
奢
れ
ば
則
ち
不
孫
、
倹
な
れ
ば
則
ち
固
な
り
。
其

の
不
孫
な
ら
ん
与
り
は
寧
ろ
固
な
れ
。
（
述
而
篇

36)

•
子
四
を
絶
つ
。
意
母
く
、
必
母
く
、
固
母
く
、
我
母
し
。
（
子

竿
篇

4
)

•
微
生
畝
、
孔
子
に
謂
い
て
日
く
、
…
…
孔
子
対
え
て
曰
く
、

敢
え
て
倭
を
為
す
に
非
ざ
る
な
り
。
固
を
疾
む
な
り
。
（
憲
問

篇

34)

〈
考
証
〉

「
子
曰
」
の
前
は
「
安
（
焉
）
冬
（
終
ご
の
二
字
が
残
存
す
る
の

み
で
あ
り
、
内
容
や
後
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
取
り
あ
え
ず
、
章
符
号
が
付
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
「
子
日
」
以
下
の
部
分
を
前
文
と
同
一
章
と

見
な
し
た

C

た
だ
し
前
稿
の
（
二
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
ご
と
く
、

分
章
す
べ
き
箇
所
に
章
符
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
例
が
存
在
す
る

点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
子
日
」
か
ら
は
別
章
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十

分
に
考
慮
さ
れ
る
。

（
十
二
）
簡
18

□
者
、
皆
可
以
為
者
（
諸
）
侯
隻
（
相
）
欽
(
{
矢
）
。
東
西
南
北
、

椅
Ja

ロ
口

0:・・
：
者
、
皆
以
て
諸
侯
の
相
と
な
る
べ
し
。
東
西
南
北
、

．．．．．． 
椅
せ
ず
…
…
、

〇
…
…
で
あ
れ
ば
、
皆
な
諸
侯
の
相
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
東
西
南
北
の
各
地
を
遊
歴
し
、

．．．．．． 
身
を
寄
せ
る
こ
と

な
く
：
・
：
・

不口

注①
張
光
裕
氏
が
「
隕
」
と
釈
す
る
ご
と
く
、
右
妾
は
明
ら
か
に

「
奇
」
に
作
る
。
左
偏
は
字
画
が
不
鮮
明
で
明
確
に
把
握
し
難

い
が
、
こ
こ
で
は
一
案
と
し
て
、
残
存
す
る
墨
痕
か
ら
「
椅
」

と
隷
定
し
た

C

〈
考
証
〉

前
後
の
餓
失
に
よ
り
、
内
容
を
把
握
し
が
た
く
、
章
の
性
格
に

つ
い
て
も
、
明
確
な
結
論
を
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
こ
う
し
た
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
残
存
す
る
本
文
を
前
半

部
分
「
口
者
、
皆
可
以
為
者
（
諸
）
侯
雙
（
相
）
欽
（
芙
）
」
と
後
半
部

(78) 



分
「
東
西
南
北
、
不
椅
□
口
」
と
に
分
け
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
前
半
部
分
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
皆
」
と
い
う
語
か
ら

「
諸
侯
の
相
」
と
な
る
べ
き
人
物
が
複
数
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
『
弟
子
問
』
に
お
け

る
各
章
の
主
題
が
ほ
ぼ
孔
子
と
弟
子
と
の
間
の
問
題
に
限
ら
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
皆
」
は
孔
門
弟
子
を
指
す
可
能
性
が
高
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
大
戴
礼
記
』
巻
六
、

衛
将
軍
文
子
篇
に
見
え
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
（
『
孔
子
家
語
』
弟

子
行
篇
に
も
同
じ
内
容
が
見
え
る
）
。

文
子
日
く
、
吾
之
を
聞
く
、
国
に
道
有
れ
ば
、
則
ち
賢
人
興

り
、
中
人
用
い
ら
れ
、
百
姓
帰
す
、
と
。
吾
子
の
語
の
若

こ

と

ご

と

さ

か

み

な

＜
審
く
茂
ん
な
ら
ば
、
則
ち
―
諸
侯
の
相
な
る
も
、
亦
未
だ

明
君
に
逢
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

こ
れ
は
、
子
貢
か
ら
孔
門
弟
子
た
ち
の
行
い
を
聞
い
た
衛
の
将

軍
文
子
が
子
貢
に
対
し
て
、
あ
な
た
の
お
言
葉
の
よ
う
に
立
派
な

方
々
で
あ
れ
ば
、
み
な
諸
侯
の
相
（
補
佐
役
）
に
な
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
の
に
、
そ
う
な
ら
な
い
の
は
ま
だ
明
君
と
の
出
会
い
が

な
い
か
ら
で
し
ょ
う
、
と
述
べ
た
部
分
で
あ
り
、
先
の
推
測
に
対

す
る
傍
証
と
見
な
し
得
る
。

次
に
、
後
半
部
分
「
東
西
南
北
、
不
猜
□
口
」
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。
伝
存
文
献
中
の
「
東
西
南
北
」
の
用
例
は
、
す
で
に
張

光
裕
氏
が
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
孔
子
と
の
関
係
か
ら
以

下
の
二
例
が
注
目
さ
れ
る
。

•
孔
子
既
に
防
に
合
葬
す
る
を
得
て
曰
く
、
吾
之
を
問
く
、

は
墓
し
て
墳
せ
ず
と
。
今
、
丘
や
東
西
南
北
の
人
な
り
。
以

て
識
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
是
に
於
て
之
を
封
ず
。

崇
さ
四
尺
。
（
『
礼
記
』
橙
弓
上
篇
）

•
孔
子
、
王
道
を
行
わ
ん
と
欲
し
、
東
西
南
北
、
七
十
説
く
も

偶
う
所
無
し
。
（
『
淮
南
子
』
泰
俗
訓
）

こ
れ
ら
の
用
例
と
『
弟
子
問
』
の
内
容
が
孔
子
の
言
行
を
中
心

と
す
る
点
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
章
の
「
東
西
南
北
」
も
同
様
に

孔
子
の
遊
歴
を
表
現
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
簡

18
は
不
遇
の
弟
子
や
遊
歴
す
る
孔

子
に
関
す
る
内
容
の
一
部
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
が
誰

の
発
言
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
確
拠
を
得
難
い
が
‘
先
に
引
い

た
『
礼
記
』
檀
弓
上
篇
に
孔
子
自
身
が
「
丘
や
東
西
南
北
の
人
な

り
」
と
称
し
て
い
る
例
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
孔
子
の
発
言
で
あ

っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
。

（
十
三
）
簡
19

[
其
]
長
巨
（
蓬
）
白
（
伯
）
玉
催
（
止
）
虎
（
乎
）
、
子
、
‘
腔

L-

（
惇
惇
）

女
（
如
）
也
。
其
聖
（
聴
）
子
逍
（
路
）
速
（
往
）
虎
（
乎
）
、
子
、
間
（
愕

愕
）
女
（
如
）
也
。
女
（
如
）
戊
（
誅
）
図

(79) 



0:・・
：
其
の
蓬
伯
玉
の
止
ま
る
を
長
ば
る
や
、
子
、
惇
惇
如
た

:
3
Jり

り
。
其
の
子
路
の
往
う
を
聴
け
る
や
、
子
、
愕
愕
如
た

1
な
．
い
こ
ろ

り
。
如
ち
誅
さ
る
。

O
:
 
．．． 

筵
伯
玉
が
無
道
の
国
へ
の
仕
官
を
止
ま
っ
た
こ
と
を
と

う
と
ば
れ
た
際
、
先
生
は
、
こ
こ
ろ
や
す
ら
か
な
様
子
で
あ

っ
た
。
子
路
が
衛
に
往
っ
た
こ
と
を
聞
か
れ
た
際
、
先
生
は
、

気
が
気
で
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
誅
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
：
・
：
・

〈
考
証
〉

前
後
の
紐
失
に
よ
り
内
容
を
明
瞭
に
把
握
し
が
た
い
が
、
注
目

さ
れ
る
の
は
「
惇
惇
如
也
」
「
愕
愕
如
也
」
と
い
っ
た
「

O
O
如
也
」

の
形
式
が
、
以
下
の
ご
と
く
『
論
語
』
に
も
散
見
さ
れ
る
点
で
あ

る。
•
孔
子
於
郷
窯
拘
拘
如
也
。
似
不
能
言
者
。
其
在
宗
廟
朝
廷
、

便
便
言
唯
謹
爾
。
朝
輿
下
大
夫
言
、
侃
侃
如
也
。
輿
上
大
夫

言
、
円
円
如
也
。
君
在
、
蹴
凱
如
也
、
輿
輿
如
也
。
（
郷
黛
篇

1
.
2
)
 

.oo子
窟
側
侍
、
円
円
如
也
。
子
路
、
行
行
如
也
。
再
子
・
子

貢
、
侃
侃
如
也
c

子
楽
、
曰
、
若
由
也
不
得
其
死
然
。
（
先
進

篇

13)

『
論
語
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
諸
例
と
の
比
較
か
ら
、
本
章
は

孔
子
の
言
説
を
記
す
他
の
章
と
は
性
格
を
異
に
し
、
孔
子
の
容
止

態
度
を
記
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
、
林
素
清
氏
の
見
解
を
中
心
に
検
討
を

加
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
林
氏
の
釈
文
を
掲
げ
る
。

蓬
伯
玉
止
乎
、
子
惇
惇
如
也
。
其
聴
子
路
往
乎
、
子
間
閑
如

也
。
「
汝
誅
：
…
•
」

林
氏
は
、
『
論
語
』
衛
霊
公
篇

7
に
以
下
の
ご
と
く
孔
子
が
蓬
伯

玉
を
称
賛
し
た
言
葉
が
見
え
、
他
の
諸
篇
に
も
同
様
に
「
邦
有
道
」

「
邦
無
道
」
の
状
況
に
応
じ
た
出
処
進
退
の
重
要
性
を
説
く
内
容

が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

•
子
曰
く
、
直
な
る
か
な
史
魚
、
邦
に
道
有
る
も
矢
の
如
く
、

邦
に
道
無
き
も
矢
の
如
し
。
君
子
な
る
か
な
蓬
伯
玉
、
邦
に

道
有
れ
ば
則
ち
仕
え
、
邦
に
道
無
け
れ
ば
則
ち
巻
き
て
之
を

懐
に
す
べ
し
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
根
拠
に
「
蓬
伯
玉
止
乎
、
子
惇
惇
如
也
」
に

つ
い
て
、
「
邦
に
道
無
け
れ
ば
則
ち
止
ま
る
」
蓬
伯
玉
を
称
賛
し
た

孔
子
の
態
度
を
「
子
惇
惇
如
也
」
と
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
一

方
「
其
聴
子
路
往
乎
、
子
間
限
如
也
」
は
、
子
路
が
「
往
」
仕
し

た
こ
と
を
問
き
、
子
路
の
身
に
命
の
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と
を
危
惧

し
た
孔
子
の
態
度
を
「
子
閑
限
如
也
」
と
表
現
し
、
さ
ら
に
孔
子

が
「
汝
誅
」
と
予
見
し
た
と
解
釈
す
る
。
林
氏
は
、
そ
の
傍
証
と

(80) 



し
て
、
『
孔
子
家
語
』
曲
礼
子
夏
問
篇
や
『
論
語
』
先
進
篇
13

（前

掲
）
な
ど
に
子
路
の
非
業
の
死
を
予
言
し
た
孔
子
の
言
葉
が
見
い

だ
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
は
簡

19
に
見
え
る
蓬
伯
玉
と
子
路
と
の
対
比
を
『
論
語
』

や
『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
伝
存
文
献
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
、
注
目

す
べ
き
見
解
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
冒
頭
部
分
に
つ
い
て
は
、
林

氏
を
含
め
て
管
見
の
及
ん
だ
先
行
釈
文
は
い
ず
れ
も
「
長
。
蓬
伯

玉
止
乎
、
・
:
・
:
」
と
「
長
」
字
の
後
で
句
点
を
付
す
が
‘
こ
こ
で

は
下
文
の
「
其
聴
子
路
往
乎
」
と
の
対
応
か
ら
、
一
案
と
し
て
「
長
」

を
動
詞
と
解
し
、
冒
頭
に
「
其
」
字
を
補
っ
た
。
ま
た
林
氏
は
末

尾
の
「
女
戯
（
誅
ご
の
「
女
」
字
を
二
人
称
の
「
汝
」
と
釈
す
る

が
、
本
章
は
上
述
の
ご
と
く
、
孔
子
の
容
止
態
度
を
記
し
た
も
の

と
理
解
さ
れ
、
「
子
間
限
如
也
」
の
後
に
直
接
「
汝
」
と
い
う
子
路

に
対
す
る
孔
子
の
呼
び
か
け
が
続
く
の
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
で
は
張
光
裕
氏
の
原
釈
に
従
い
「
如
」
と
し
た
。
な
お
、

拡
大
カ
ラ
ー
図
版
に
よ
れ
ば
、
末
尾
字
「
戯
（
誅
ご
の
右
下
に
は
、

符
号
の
痕
跡
の
ご
と
き
残
画
が
認
め
ら
れ
る
。

（
十
四
）
簡
21

虐
（
吾
）
未
見
[
:
・
・
:
]
議
邦
而
信
者
↓
‘
未
見
善
事
人
而
息
（
憂
）
者
，
,,o

含
（
今
）
之
牒
（
世
）
□

171

O
:
・
:
・

吾
は
未
だ
：
・
：
・
邦
に
：
・
：
・
し
て
信
な
る
者
を
見
ず
、
未

だ
善
く
人
に
事
え
て
憂
う
る
者
を
見
ず
。
今
の
世
：
・
…

0:・
…
わ
た
し
は
：
・
・
・
・
国
に
…
…
し
て
誠
実
な
者
を
見
た
こ
と

が
な
い
し
、
立
派
に
人
に
仕
え
て
憂
い
を
も
つ
者
を
見
た
こ

と
が
な
い
。
今
の
世
：
・
・
:

注①
簡
文
「
未
見
邦
而
」
の
部
分
は
文
意
を
把
握
し
が
た
い
。
後

文
の
「
未
見
善
事
人
而
」
と
の
対
応
か
ら
推
し
て
、
釈
文
に
示

し
た
ご
と
く
「
見
」
と
「
邦
」
と
の
間
に
誤
脱
が
想
定
さ
れ
る
。

②

張

光

裕

氏

は

簡

21
に
両
見
さ
れ
る
当
該
字
を
簡
15
の
「
祖
」

と
同
字
と
み
て
「
絶
」
と
釈
読
す
る
が
、
こ
こ
で
は
郭
店
楚
簡

『
五
行
』
簡
50
な
ど
に
見
え
る
「
者
」
字
の
写
法
と
す
る
陳
偉

氏
の
見
解
に
し
た
が
っ
た
。
当
該
字
は
二
例
と
も
不
鮮
明
で
字

形
を
十
分
に
把
握
し
が
た
い
が
、
陳
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、

痕
跡
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
簡
15
の
「
情
」
と
は
上
部
の
形
が
異

な
る
よ
う
で
あ
る

0

な
お
、
陳
氏
は
簡
15
の
「
褐
」
に
つ
い
て

も
「
者
」
字
の
一
種
の
変
体
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、

「
術
」
の
上
部
「
睦
」
は
「
絶
（
盟
）
」
字
と
類
似
し
、
「
者
」
字

の
上
部
と
は
明
ら
か
に
形
体
を
異
に
す
る
た
め
、
こ
ち
ら
は
原

釈
に
従
っ
た
。

(81) 



〈
考
証
〉

賊
失
に
よ
り
話
者
が
知
ら
れ
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
以

下
の
ご
と
く
簡
文
に
認
め
ら
れ
る
「
吾
未
見
：
・
・
:
」
の
形
式
が
、

『
論
語
』
の
孔
子
の
言
説
中
に
散
見
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

•
子
日
、
我
未
見
好
仁
者
、
悪
不
仁
者
。

．．．．．． 

（
里
仁
篇

6
)

•
子
曰
‘
吾
未
見
好
徳
如
好
色
者
也
。
（
里
仁
篇

1
8．
衛
霊
公
篇

13
に
も
同
文
あ
り
）

•
子
日
、
吾
未
見
剛
者
。

．．．．．． 

（
公
冶
長
篇

11)

•
子
日
、
已
芙
乎
。
吾
未
見
能
見
其
過
、
而
内
自
訟
者
也
。
（
公

冶
長
篇

27)

こ
れ
ら
の
形
式
上
の
共
通
性
や
簡
文
の
内
容
か
ら
、
簡

21
は
孔

子
の
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
十
五
）
簡

22

171
子
聞
（
聞
）
之
日
、
賜
‘
不
虐
（
吾
）
智
（
知
）
也
心

昧
（
｛
昧
）
、
以
求
阻
（
間
）

③
 
前
掲
注
②
参
照
。

口
（
夙
）
興
夜

0
:
・
:
・

子
之
を
聞
き
て
曰
く
、
賜
よ
、
吾
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
夙

に
興
き
夜
に
麻
ね
、
以
て
…
…
を
聞
か
ん
こ
と
を
求
む
：
・
・
:

0
…
…
先
生
は
そ
れ
を
聞
く
と
い
わ
れ
た
、
「
賜
は
、
わ
た
し
の

こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
精
進

し
て
、
…
…
を
聞
こ
う
と
求
め
て
い
る
の
だ
：
．．．． 
」

注①
「
不
吾
知
也
」
の
用
例
は
、
『
論
語
』
先
進
篇
26
に
「
子
路
・

曾
哲
•
再
有
・
公
西
華
、
侍
坐
。
子
日
、
以
吾
一
日
長
乎
爾
、

無
吾
以
也
。
居
則
曰
、
不
吾
知
也
。
如
或
知
爾
則
何
以
哉
°
:
・

・
:
」
と
あ
り
、
孔
子
が
よ
く
口
に
す
る
言
薬
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

〈
考
証
〉

「
子
聞
之
曰
」
の
用
例
は
『
論
語
』
に
六
例
み
ら
れ
、
い
ず
れ

も
あ
る
人
物
の
言
葉
や
行
動
な
ど
を
伝
聞
し
た
孔
子
が
、
そ
れ
に

対
し
て
論
評
を
加
え
る
形
式
を
も
つ
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
例
と

し
て
子
竿
篇

6
を
掲
げ
て
お
く
。

太
宰
問
於
子
貢
日
、
夫
子
聖
者
輿
。
何
其
多
能
也
。
子
貢
日
、

固
天
縦
之
将
聖
、
又
多
能
也
。
子
聞
之
日
、
太
宰
知
我
者
乎
。

吾
少
也
賤
、
故
多
能
邸
事
。
君
子
多
乎
哉
。
不
多
也
。

こ
う
し
た
形
式
上
の
共
通
性
と
「
賜
、
不
吾
知
也
」
と
の
語
か

ら
推
測
し
て
、
映
失
し
た
「
子
間
之
日
」
の
前
段
部
に
は
、
孔
子

に
か
か
わ
る
子
貢
の
発
言
も
し
く
は
行
為
が
存
在
し
た
可
能
性
が
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0
:
 ．．．． 
口
I

心
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

き
わ
め
て
高
い
。
類
似
の
内
容
•
構
成
を
も
つ
章
と
し
て
、
以
下

の
述
而
篇
18
が
指
摘
さ
れ
る
。

菜
公
、
孔
子
を
子
路
に
問
う
。
子
路
対
え
ず
。
子
日
く
、
女

羹
ん
ぞ
曰
わ
ざ
る
、
其
の
人
と
為
り
や
、
憤
を
発
し
て
食
を

忘
れ
、
楽
し
み
て
以
て
憂
い
を
忘
れ
、
老
の
将
に
至
ら
ん
と

す
る
を
知
ら
ず
‘
爾
云
う
と
。

な
お
『
弟
子
問
』
残
存
簡
中
、
簡

22
以
外
で
は
簡

1
と
簡

8
と

に
子
貢
が
登
場
す
る
が
、
簡
1
は
章
の
冒
頭
に
あ
た
る
「
子
貢
」

の
二
字
が
残
存
す
る
の
み
で
簡

22
と
の
関
連
を
証
し
得
ず
、
簡
8

は
父
母
の
喪
に
か
か
わ
る
孔
子
と
子
貢
と
の
問
答
か
ら
な
り
、
節

22
と
の
関
連
を
想
定
し
が
た
い
。

（
十
六
）
簡
23

171口
r
心
之
又
（
有
）
11

。
子
日
、
刺
（
列
）
虎
（
乎
）
其
下
、
不
芦
（
折
）

其
板
（
枝
）
。
飲
（
食
）
其
府
[
者
‘
不
折
其
枝
o

]

占
ぃ

0
:
：
：
口
I

心
之
れ
有
ら
ん
。な

.
"

0

子
曰
く
‘
其
の
下
に
列
ぶ
も
の
は
、

其
の
実
を
食
[
ら
わ
ん
と
す
る
者
は
ヽ

其
の
枝
を
折
ら
ず
。

其
の
枝
を
折
ら
ず
0

J
 

0

先
生
が
い
わ
れ
た
、
「
そ
の
木
の
下
に
な
ら
ぶ
も
の
は
、
（
木

陰
と
な
る
）
そ
の
枝
を
折
っ
た
り
し
な
い
。
そ
の
実
を
食
[
ベ

よ
う
と
す
る
者
は
、
（
実
の
な
る
）
そ
の
枝
を
折
っ
た
り
し
な

、。し
｝

．．．． 

注①
私
見
に
よ
り
末
尾
に

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

〈
考
証
〉

章
符
号
に
よ
り
、
「
之
又
（
有
ご
の
末
尾
を
も
つ
章
(
A
)
と

曰
」
か
ら
は
じ
ま
る
章

(
B
)
と
の
二
章
に
区
分
さ
れ
る
。

A
に
つ
い
て
は
、
「
之
又
（
有
）
」
の
末
尾
二
字
が
完
存
す
る
の
み

で
あ
る
た
め
、
内
容
は
知
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
以
下
の
ご
と
く

『
論
語
』
に
は
末
尾
が
「
之
有
」
で
結
ば
れ
る
章
が
三
章
あ
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
本
章
の
末
尾
も
「
何
：
・
：
・
之
有
」
の
構
文
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
（
子
竿
篇
32
は
邪
疏
本
に
よ
る
。
他
の
諸
本
は

「
之
有
哉
」
に
作
る
）
。

．．．．．．． 
子
曰
、
君
子
居
之
、
何
随
芯
糾
。
（
子
竿
篇
14)

．．．．．．． 
子
曰
、
未
之
思
也
。
夫
何
遠

iio（
子
竿
篇
32)

・
衛
公
孫
朝
問
於
子
貢
曰
‘
仲
尼
焉
學
。
子
貢
曰
‘
・
・
・
・
・
・
夫
子

焉
不
學
、
而
亦
何
常
師

iio（
子
張
篇
22)

子

不
折
其
枝
」
の
五
字
を
補
う
。

後
掲
〈
考
証
〉
参
照
。
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B
に
つ
い
て
は
、
劉
洪
涛
氏
の
見
解
が
注
目
さ
れ
る
。
劉
氏
は

ま
ず
、

B
に
見
え
る
孔
子
の
言
説
と
類
似
し
た
語
句
を
も
つ
例
と

し
て
、
以
下
の
四
文
献
を
指
摘
す
る
。

•
『
韓
詩
外
伝
』
巻
二
「
田
饒
曰
‘
臣
間
食
其
食
者
、
不
毀
其
器
。

陰
其
樹
者
、
不
折
其
枝
。
有
臣
不
用
、
何
書
其
言
。
」

•
『
新
序
』
巻
五
「
田
饒
曰
‘
臣
間
食
其
食
者
、
不
毀
其
器
。
蔭

其
樹
者
、
不
折
其
枝
°
)
有
士
不
用
、
何
書
其
言
。
」

•
『
淮
南
子
』
説
林
訓
「
食
其
食
者
、
不
毀
其
器

C

食
其
宵
者
、

不
折
其
枝
。
塞
其
源
者
喝
、
背
其
本
者
枯
。
」

•
郭
店
楚
簡
『
語
叢
四
』
簡
1
6
.
1
7「
利
木
陰
者
、
不
折
其
枝
。

利
其
渚
（
瀦
）
者
、
不
桜
（
塞
）
其
淡
。
」

そ
の
上
で
劉
氏
は
、

B
の
「
列
乎
其
下
、
不
折
其
枝
」
は
『
韓

詩
外
伝
』
『
新
序
』
の
「
陰
（
恢
）
其
樹
者
、
不
折
其
枝
」
や
郭
店
楚

簡
『
語
叢
四
』
の
「
利
木
陰
者
、
不
折
其
枝
」
と
同
意
で
あ
り
、

『
淮
南
子
』
説
林
訓
の
「
食
其
四
者
、
不
折
其
枝
」
は
恐
ら
く
錯

簡
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
『
韓
詩
外
伝
』
『
新
序
』
の
「
食
其

食
者
、
不
毀
其
器
」
を
踏
ま
え
て

B
の
下
文
に
「
者
、
不
毀
其
器
」

を
補
い
、
「
質
」
と
「
食
」
と
の
通
用
関
係
か
ら

B
の
「
食
其
買
」

を
「
食
其
食
」
と
同
義
と
す
る
。

そ
れ
で
は
以
下
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

劉
氏
が
掲
げ
る
四
文
献
の
う
ち
、
『
韓
詩
外
伝
』
と
『
新
序
』
と
は
、

い

ず

れ

も

田

饒

の

に

見

え

、

本

文

も

ほ

ぼ

致

す

る

こ

と

か
ら
、
両
者
は
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

既
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
『
新
序
』
に
は
『
韓
詩
外
伝
』
と
一
致

す
る
も
の
が
多
く
、
劉
向
は
『
新
序
』
の
撰
述
に
あ
た
り
『
韓
詩

外
伝
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
『
淮
南
子
』
説
林
訓
が
、
田
饒
の
発
言
と
い
う
形
式
を
と

ら
ず
、
『
韓
詩
外
伝
』
『
新
序
』
に
な
い
「
塞
其
源
者
喝
、
背
其
本

者
枯
」
の
句
を
も
つ
点
に
注
目
す
れ
ば
、
む
し
ろ
『
淮
南
子
』
説

林
訓
の
本
文
は
別
系
統
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
は
郭
店
楚
簡
『
語
叢

四
』
が
「
利
木
陰
者
、
不
折
其
枝
」
と
い
う
『
韓
詩
外
伝
』
『
新
序
』

と
は
異
な
る
本
文
を
も
ち
、
同
時
に
両
者
に
な
い
「
利
其
渚
（
瀦
）

者
、
不
抒
（
邸
）
其
淫
」
の
句
を
も
つ
点
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。

ま
た
「
宵
（
」
と
「
食
」
と
の
通
用
に
つ
い
て
も
、
「
食
」

10
職
部

と
「
贋
」

17
質
部
と
は
韻
部
の
隔
た
り
が
大
き
く
、
高
亨
『
古
字

通
仮
会
典
』
四
一
五
頁
（
斉
魯
書
社
出
版
、
一
九
八
九
年
）
に
よ

れ
ば
「
宜
」
と
「
食
」
と
の
通
用
例
は
劉
氏
が
挙
げ
る
元
の
劉
府

『
稽
瑞
』
の
一
例
に
止
ま
り
、
誤
写
の
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
十
分
な
根
拠
と
は
見
な
し
難
い
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
淮
南
子
』
説
林
訓
と
『
韓
詩
外

伝
』
『
新
序
』
と
は
本
文
の
系
統
を
異
に
し
、

B
の
末
尾
に
残
存
す

る
「
食
其
質
」
に
つ
い
て
は
、
原
文
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
む
し
ろ
説
林
訓
の
本
文
「
食
其
四
者
、
不
折
其
枝
」
と
の
合

致
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
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『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
よ
っ
て

B
の

末

尾

に

不

折

其

枝

」

の
五
字
を
補
い
「
列
乎
其
下
、
不
折
其
枝
。
食
其
宵
者
、
不
折
其

枝
」
と
し
、
人
と
樹
木
と
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
た
二
つ
の
教
訓
と

解
釈
し
た
。
た
だ
し
両
句
が
と
も
に
後
半
を
「
不
折
其
枝
」
に
作

る
の
は
修
辞
上
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
句
の
後
半
は
例

え
ば
「
不
採
其
華
」
の
ご
と
き
別
な
表
現
に
な
っ
て
い
た
可
能
性

も
考
慮
さ
れ
よ
う
°

な
お
‘

B
に
見
え
る
孔
子
の
言
説
に
は
、
他
と
は
や
や
異
な
る

諺
（
こ
と
わ
ざ
）
の
ご
と
き
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関

連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
論
語
』
中
に
孔
子
が
古
語
を
引
用
し

た
と
見
な
さ
れ
る
例
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。

・
顔
淵
間
仁
。
子
日
「
ー
克
己
復
帽
為
仁
。
一
日
克
己
復
證
、
天

下
蹄
仁
焉
。
：
．．．． 

（
顔
淵
篇

1
)

•
仲
弓
間
仁
。
子
曰
、
”
山
出
門
如
見
大
賓
‘
使
民
如
承
大
祭
。
己

所
不
欲
‘
勿
施
於
人

0

在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
。
仲
弓
曰
‘

疵
雖
不
敏
、
諮
事
斯
語
突
。
（
顔
淵
篇
2
)

木
村
英
一
氏
は
右
に
引
い
た
各
章
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、

1
は

『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
に
「
仲
尼
曰
、
古
也
有
志
‘
克
己
復
恐
仁

也
、
信
善
哉
」
と
あ
り
、

2
は
『
左
伝
』
偕
公
三
十
三
年
の
臼
季

の
言
葉
に
「
臣
間
之
、
出
門
如
賓
、
承
事
如
祭
、
仁
之
則
也
、
：
・

・
:
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
孔
子
が
．
を
利
用
し
て
述
べ
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
『
孔
第
四
章
•
第

前
稿
お
よ
び
本
稿
の
二
回
に
わ
た
り
、
『
弟
子
間
』
全
簡
の
釈
読
・

考
証
を
試
み
、
掛
合
・
編
聯
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
『
論
語
』
と
の

比
較
を
中
心
に
分
章
お
よ
び
各
章
の
内
容
・
構
成
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
た
。
以
上
の
検
討
に
も
と
づ
き
、
本
文
の
残
存
状
況
お
よ

び
全
体
を
迫
し
て
多
見
さ
れ
る
「
子
曰
」
の
語
に
注
目
し
て
、
形

式
面
か
ら
『
弟
子
間
』
各
章
を
分
類
す
る
と
、
以
下
の
ご
と
き
結

果
が
得
ら
れ
る
（
釈
文
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
よ
る
）
。

冒
頭
部
残
存
章

A

「
子
曰
」
の
語
で
は
じ
ま
る
章

a
完
存
章

•
簡
2

十
簡
1

士
口糸

五
口-l_＿ロ

十
二
節
顔
淵
篇
の
性
格
と
構
造
、
六
七
頁
〈
創
文
社
、
一
九
七

一
年
〉
）
。
こ
う
し
た
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、

B
に
つ
い
て
も
、
古
語

の
引
用
に
よ
る
章
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
『
淮
南
子
』

『
韓
詩
外
伝
』
『
新
序
』
と
い
っ
た
漢
代
の
諸
文
献
や
戦
国
中
期
の

郭
店
楚
簡
『
語
叢
四
』
な
ど
に
、
本
文
を
異
に
し
つ
つ
一
定
の
類

似
性
を
も
っ
た
語
句
が
見
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
現
象
も
、
こ
れ
ら

が
伝
誦
さ
れ
た
古
語
に
由
来
す
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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子
日
、
延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
。
生
而
不
因
其
俗
。
兄

人
生
七
回
而
動
（
堅
？
．
）
散
（
？
）
恨
（
文
）
乎
其
贋
、
延
陵
季
子

矯
而
弗
受
。
延
陵
季
子
、
其
天
民
也
乎
’

b

残
訣
章

•
簡
4子

嘆
曰
‘
烏
、
莫
我
知
也
夫
。
子
茄
日
、
有
施
之
謂
也
乎
。

握、

．．．．．． 

~
 

•• 

子
日
、

•
簡
9子

曰
、
人
而
下
臨
、
猶
上
臨
也
°
:
・
…

•
簡
1
2十
簡
1
5

9
ナ
曰
‘
回
束
、
吾
告
汝
。
其
阻
絶
乎
。
雖
多
間
而
不
友
賢
、

其
：
・
：
・

•
簡
1
3

霞
子
日
‘
君
子
亡
所
不
足
、
無
所
有
餘
。
附
：
・
・
:

•
簡
2
3

II

子
曰
、
列
乎
其
下
、
不
折
其
枝
、
食
其
買

B

「
子
曰
」
以
外
の
語
で
は
じ
ま
る
章

a
完
存
章

•
簡
1
1十
簡

2
4

II

宰
我
問
君
子
c

[

子
]
曰
‘

予
‘
汝
能
慎
始
輿
終
‘
斯
善
突
、

不
折
其
枝
]

II 

為
君
子
乎
。
汝
焉
能
也
＾
＂

b

残
訣
章

•
簡
1璽

子
貢
：
・
・
:

•
簡
1
7
＋
簡
2
0
|簡
4

璽
子
過
曹
、
国
淵
雙
至
老
丘
、
有
股
植
、
其
褥
而
歌
焉
。

子
披
乎
賦
而
：
・
：
・
□
風
也
、
乱
節
而
哀
啓
。
曹
之
喪
、
其
必

此
乎
。
回
。

冒
頭
部
残
訣
章

A

残
存
部
に
「
子
曰
」

•
簡
5

の
語
が
見
え
る
章

．．．．．． 
者
、
可
奉
而
告
也
。
子
曰
、
小
子
、
来
取
余
言
、
登
年

不
恒
至
、
考
老
不
復
牡
、
賢
者
及
：
・
・
:

•
簡
6

ー
簡
9

.， •• 

,
•
安
（
焉
）
。
子
曰
、
貧
賤
而
不
約
者
、
吾
見
之
突C

富
貴

而
不
騎
者
、
吾
聞
而
[
未
之
見
也
o

]

…
…
士
‘
吾
見
之
｛
秀

事
而
弗
受
者
、
吾
聞
而
未
之
見
也
。

•
簡
7

十
簡
8

…
…
田
日
、
吾
聞
、
父
母
之
喪
、
食
肉
如
飯
土
、
飲
酒
如
沿
゜

信
乎
。
子
貢
日
、
莫
親
乎
父
母
、
死
不
顧
生
。
可
言
乎
其
信

也
。
田
…
…
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・
簡
1
6

．．．．．． 
口
焉
終
。
子
曰
、
心
蛉
間
則
固
、
罪
見
則
陣
。
多
聞
則
惑
、

多
見
則
：
・
：
・

•
簡
2
2

・
・
・
・
・
・
子
間
之
日
、
賜
、
不
吾
知
也
。
夙
興
夜
麻
、
以
求
聞
…

B

残
存
部
に
「
子
日
」
の
語
が
見
え
な
い
章

•
簡
1
0

．．．．．． 
汝
弗
知
也
乎
。
由
。
夫
以
衆
犯
難
、
以
親
受
祗
、
努
以

成
事
、
薔
以
隔
官
、
士
治
以
力
則
祖
、
以
：
・
：
・

•
附
簡
＋
簡
1
1

…
…
日
、
巧
言
窮
（
令
？
）
色
、
未
可
謂
仁
也
。
口
者
其
言
、

容
而
不
可
：
・
…
口
也
、
此
之
謂
仁
編

O

・
簡

12
十
簡

15

：
·
:
•
[
有
夫
行
]
也
‘
求
為
之
言
。
有
夫
言
也
、
求
為
之
行
。

言
行
相
近
、
然
後
君
子
＂
。

•
簡
1
3

…
…
就
人
、
不
曲
方
以
去
人
'

•
簡
1
4

…
•
•
•
従
吾
子
、
皆
能
有
待
乎
。
君
子
道
朝
、
然
則
夫
二
三
子

者
：
…
•

本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究

(
B
)

「
戦
国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘
教

授
〈
大
阪
大
学
〉
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

[
付
記
]

別
稿
で
は
本
考
釈
を
ふ
ま
え
、
『
弟
子
問
』

い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

世
口
…
…

簡
23

．．．．．． 
口
口
之
有
IIO

•
簡
1
7

．．．．．． 
弗
王
、
善
｛
跨
夫
焉
能
王
人
。
由
編

O

•
簡
1
8

．．．．．． 
者
、
皆
可
以
為
諸
侯
相
突
。
東
西
南
北
、
不
猜
口
：
・
・
:

•
簡
1
9

[
其
]
長
蓬
伯
玉
止
乎
、
子
、
惇
惇
如
也
。
其
聴
子
路
往
乎
、

子
、
愕
愕
如
也
。
如
誅
。
…
…

•
簡
2
1

:
・
…
吾
未
見
□
□
邦
而
信
者
、
未
見
善
事
人
而
憂
者
。
今
之

の
文
献
的
性
格
に
つ

(87) 


